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よ
り　
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１１

　

厚
生
労
働
省
は
、
先
に
二
〇

〇
三
年
人
口
動
態
統
計
で
「
一

人
の
女
性
が
一
生
の
間
に
産
む

子
供
の
平
均
数
を
示
す
合
計
特

殊
出
生
率
」
が
初
め
て
一
・
三

を
下
回
り
、
一
・
二
九
と
な
る

こ
と
を
発
表
し
た
。

　

こ
れ
は
、
少
子
化
が
予
想
を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
進
行

し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

日
本
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
低

下
傾
向
が
止
ま
ら
ず

先
進
国
の
中
で
も
最

も
低
水
準
と
な
っ
て

い
る
。

　

子
供
の
数
が
見
通

し
よ
り
減
れ
ば
、
高

齢
者
を
支
え
る
現
役
世
代
の
肩
の
荷
は
一
段
と
重
く
な
り
、

税
や
保
険
料
負
担
で
企
業
や
個
人
の
活
力
を
落
と
す
こ
と

と
な
る
。

　

女
性
の
晩
婚
・
非
婚
化
、
結
婚
し
て
も
子
供
を
持
た
な

い
夫
婦
の
増
加
な
ど
家
族
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
現
実

が
あ
る
。

　

日
本
の
高
齢
化
の
本
当
の
ピ
ー
ク
は
、
一
九
七
一
年
〜

七
四
年
生
ま
れ
の
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
七
十
歳
前
後
に

達
す
る
二
〇
四
〇
年
過
ぎ
で
あ
る
。
そ
の
と
き
の
高
齢
人

口
は
、
就
業
者
人
口
に
匹
敵
す
る
働
く
世
代
と
養
わ
れ
る

世
代
が
一
対
一
と
な
る
。

　

一
方
、
人
口
の
減
少
に
は
効
用
も
あ
る
。
土
地
・
住
宅

や
交
通
の
過
密
緩
和
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
抑
制
に
伴
う

環
境
へ
の
好
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
本
の
総
人
口
は
二
〇
〇
六
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
予
想
を

上
回
る
少
子
化
に
よ
り
、
人
口
減
少
時
代
が
到
来
す
る
。

　

子
供
一
人
を
子
育
て
す
る
費
用
は
、
大
学
卒
業
ま
で
平

均
約
二
〇
〇
〇
万
円
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
五
〇
年
（
平
成
六
二
年
）
ま
で
の
間
に
出
生
数
が

約
一
五
〇
〇
万
人
減
少

（
累
積
）
す
る
こ
と
に
よ

り
子
育
て
費
用
は
総
額
で

３
０
０
兆
円
減
少
す
る
こ

と
と
な
る
。

　

少
子
化
の
進
行
は
、
平

均
寿
命
の
伸
長
と
あ
い
ま
っ
て
人
口
に
占
め
る
高
齢
者
の

割
合
を
高
め
、
年
齢
、
医
療
、
福
祉
等
の
社
会
保
障
の
分

野
に
お
い
て
現
役
世
代
の
負
担
を
増
大
さ
せ
る
。

　

こ
の
対
策
と
し
て
、①
男
女
共
同
参
画
の
充
実
②
若
者
の

将
来
に
わ
た
る
経
済
基
盤
の
強
化
（
努
力
が
報
わ
れ
る
社
会

シ
ス
テ
ム
）
③
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
④
育
児
休
業
、
児
童

手
当
の
充
実
⑤
就
業
と
育
児
の
両
立
支
援
⑥
雇
用
環
境
の

整
備
⑦
住
宅
、
都
市
環
境
の
整
備
等
、
政
、
官
、
財
、
国
民

一
体
的
な
事
業
と
し
て
取
り
組
み
、
明
る
い
展
望
を
開
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

�
…
�

『
�

』（
平
成
十
五
年
四
月
〜
十
七
年
三
月
）

URL　http://www.chuokai-gifu.or.jp E-mail　info@chuokai-gifu.or.jp

　

少
子
化
対
策
を
考
え
る

　
　
　
　

合
計
特
殊
出
生
率
一
・
二
九
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匠
の
技
と
高
い
デ
ザ
イ
ン
性
を
凝

縮
し
た
飛
騨
家
具
の
展
示
会
「
２
０

０
４
飛
騨
・
高
山
暮
ら
し
と
家
具
の

祭
典
」
が
九
月
八
日
か
ら
五
日
間
、

高
山
市
千
鳥
町
の
飛
騨
・
世
界
生
活

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　

協
同
組
合
飛
騨
木
工
連
合
会
（
北

村
斉
理
事
長
）
が
、
飛
騨
の
家
具
を

国
内
外
に
発
信
す
る
た
め
毎
年
開
催

し
て
お
り
、
食
卓
や
リ
ビ
ン
グ
家
具

な
ど
約
四
千
五
百
点
を
展
示
し
た
。

　

今
年
の
新
作
家
具
展
は
、「
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
展
」

を
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
、
県
紙
業
連
合

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

会
や
華
道
団
体
と
連
携
し
、
各
社
の

ブ
ー
ス
に
美
濃
和
紙
製
の
照
明
や
ブ

ラ
イ
ン
ド
、
生
け
花
を
し
つ
ら
え
る

こ
と
で
飛
騨
家
具
と
の
調
和
を
演
出
。

飛
騨
家
具
と
和
紙
、
花
の
あ
る
モ
ダ

ン
で
心
地
良
い
和
の
空
間
が
提
案
さ

れ
て
お
り
、
一
般
来
場
者
や
バ
イ

ヤ
ー
ら
は
新
し
い
リ
ビ
ン
グ
の
形
に

ど
を
紹
介
し
た
。

　

続
い
て
、
女
優
の
正
司
歌
江
さ
ん

が
登
壇
。
自
ら
の
体
験
談
を
織
り
交

ぜ
な
が
ら
講
演
し
「
悪
い
こ
と
を
考

え
る
と
悪
い
神
が
集
ま
っ
て
く
る
。

不
況
の
時
ほ
ど
プ
ラ
ス
思
考
で
」
と

語
り
、
同
塾
名
誉
塾
頭
の
梶
原
知
事

は
「
商
店
街
に
は
大
型
店
に
は
な
い

温
か
い
人
の
和
が
満
ち
溢
れ
て
い
る
。

商
店
街
を
盛
り
上
げ
て
下
さ
い
」
と
、

参
加
者
を
勇
気
づ
け
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


 
復
活
！
商
店
街
の
活
性
化

　

下
呂
で
秋
期
商
人
塾

岐
阜
県
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

高
い
関
心
を
示
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
現
代
彫
刻

家
、
造
形
家
を
招
き
、
要
請
の
あ
っ

た
地
元
企
業
の
デ
ザ
イ
ン
・
開
発
担

当
者
と
共
同
・
連
携
し
て
新
商
品
開

発
を
進
め
る
�
実
践
型
デ
ザ
イ
ン
塾
�

と
し
て
、
岐
阜
県
が
設
立
し
た
「
オ

リ
ベ
想
創
塾
」
か
ら
は
、
飛
騨
家
具

の
ほ
か
岐
阜
提
灯
、
美
濃
焼
、
関
刃

物
の
地
場
産
業
か
ら
参
加
し
た
企
業

五
社
の
製
品
も
出
品
さ
れ
、
来
場
者

の
注
目
を
集
め
て
い
た
。

　

昨
秋
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
し

た
「
オ
リ
ベ
２
０
０
３　

Ｎ
Ｙ
『
ク

in

ラ
フ
ト
展
』」
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

米
国
人
バ
イ
ヤ
ー
が
来
岐
し
た
。

　

オ
リ
ベ
ブ
ラ
ン
ド
の
ア
メ
リ
カ
市

場
進
出
を
図
ろ
う
と
、
県
、
ジ
ェ
ト

ロ
な
ど
が
招
い
た
も
の
で
、
県
内
地

場
産
業
の
販
路
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。

　

高
山
市
で
は
「
２
０
０
４
飛
騨
・

高
山
暮
ら
し
と
家
具
の
祭
典
」
の
会

場
を
訪
れ
、
飛
騨
家
具
を
視
察
し
た

ほ
か
、
岐
阜
市
の
美
濃
和
紙
業
者
を

巡
っ
た
。
続
い
て
焼
き
物
産
地
の
土

岐
市
・
瑞
浪
市
を
訪
れ
、
地
元
陶
磁

器
メ
ー
カ
ー
と
商
談
や
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　

バ
イ
ヤ
ー
か
ら
は
「
質
の
高
い
商

品
ば
か
り
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
で

は
サ
イ
ズ
の
大
き
な
も
の
が
使
わ
れ

る
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

 
米
国
人
バ
イ
ヤ
ー
が
来
岐

高
山
市
、
土
岐
・
瑞
浪
市
な
ど
を
訪
問

　

連
合
会
（
森
賢
二
理
事
長
）
は
、

「
秋
期
商
人
塾
」
を
九
月
二
十
一
日

に
下
呂
市
幸
田
の
ホ
テ
ル
水
明
館
で

開
催
し
た
。

　

現
在
の
商
店
街
は
、
大
型
店
進
出

や
後
継
者
難
な
ど
厳
し
い
経
営
環
境

に
直
面
し
て
お
り
、
商
店
街
の
活
性

化
と
組
合
員
の
商
売
に
対
す
る
意
識

の
高
揚
な
ど
を
目
的
に
実
施
し
た
。

　

県
内
組
合
の
役
員
や
女
性
部
を
中

心
に
約
百
七
十
人
が
参
加
し
、
第
一

部
で
は
中
小
企
業
診
断
士
の
谷
き
よ

み
さ
ん
が
「
売
れ
る
店
は
コ
コ
が
違

う
」
と
題
し
て
講
演
し
、
接
客
態
度

や
商
品
の
魅
力
を
引
き
出
す
陳
列
な

母子家庭の母の雇い入れを促進しましょう！
昨年８月１１日より「母子家庭の母の就業の支援に

関する特別措置法」が施行されました。施策の活

用等により、母子家庭の母の雇い入れを促進して

頂きますようお願いいたします。 � 【岐阜労働局】

�
…　

月
は「
下
請
取
引
適
正
化
推
進
月
間
」で
す
。推
進
月
間
の
標
語『
法
改
正　

知
っ
て
守
っ
て　

ト
ラ
ブ
ル
防
止
』

１１飛
騨
家
具
と
美
濃
和
紙
の
融
合

2
0
0
4　
　
　
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飛
騨
・
高
山 

暮
ら
し
と
家
具
の
祭
典
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秋
の
美
濃
焼
産
地
の
イ
ベ
ン
ト
第

一
弾
と
し
て
「
美
濃
焼
窯
場
め
ぐ
り
」

が
、
十
月
二
、
三
日
に
多
治
見
市
、

土
岐
市
、
土
岐
郡
笠
原
町
の
四
地
区

で
共
同
開
催
さ
れ
た
。

　

市
之
倉
【
陶
の
里
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
】、
下
石
【
ど
え
ら
あ
え
え
陶
器
祭

り
】、
駄
知
【
ど
ん
ぶ
り
祭
り
】、
笠

原
【
窯
ぐ
れ
祭
り
】
の
各
陶
磁
器
工

業
協
同
組
合
が
共
同
で
開
催
し
、
焼

き
物
の
魅
力
を
伝
え
よ
う
と
各
会
場

で
は
窯
元
が
一
般
公
開
さ
れ
、
普
段

見
る
こ
と
の
出
来
な
い
窯
場
で
の
作

陶
風
景
が
公
開
さ
れ
、
来
場
者
は
、

（３）

熟
練
し
た
職
人
が
手
早
く
絵
付
け
を

行
う
作
業
風
景
な
ど
を
興
味
深
げ
に

見
学
し
て
い
た
。

　

そ
の
他
に
も
各
会
場
で
は
、
絵
付

け
体
験
や
タ
イ
ル
ア
ー
ト
、
料
理
コ

ン
テ
ス
ト
な
ど
の
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

を
は
じ
め
、
プ
ロ
野
球
中
日
ド
ラ
ゴ

ン
ズ
優
勝
に
あ
や
か
り
「
ド
ラ
ゴ
ン

ズ
優
勝
セ
ー
ル
」
と
呼
び
か
け
る
陶

磁
器
の
蔵
出
し
市
も
行
わ
れ
た
。

　

会
場
で
は
、
市
之
倉
の
杯
（
さ
か

づ
き
）、
下
石
の
と
っ
く
り
、
駄
知
の

ど
ん
ぶ
り
、
笠
原
の
タ
イ
ル
な
ど
、

各
産
地
な
ら
で
は
の
焼
き
物
が
特
に

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�

�
電
脳
棋
士
�
が
熱
戦
！

世
界
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
囲
碁
大
会

建 設 足 場 事 業 協 同 組 合
理 事 長　清　 水　 敏　 之

羽島市 福 寿 町 ６ 丁 目 ２１ 番 地 １
リバティ第一ビル

�〈058〉397-0233　〒 501-6257
FAX 〈058〉 3 9 7 - 0 2 3 7

作
陶
風
景
、一
見
の
価
値
あ
り
！

美
濃
焼
窯
場
め
ぐ
り

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



人
気
を
集
め
、
皿
や
茶
碗
な
ど
が
通

常
よ
り
も
安
く
買
え
る
と
あ
っ
て
、

お
目
当
て
の
一
品
を
探
す
人
で
賑

わ
っ
て
い
た
。

　

岐
阜
ア
イ
テ
ィ
ベ
ン
チ
ャ
ー
協
同

組
合
（
森
谷
正
義
理
事
長
）
も
主
催

に
名
を
連
ね
た
「
世
界
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
囲
碁
大
会　

岐
阜
チ
ャ
レ
ン
ジ
２

０
０
４
」
が
、
九
月
二
、
三
日
に
大

垣
市
加
賀
野
の
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ

ン
で
開
催
さ
れ
た
。

　

昨
年
か
ら
同
会
場
で
実
施
さ
れ
て

お
り
、
日
本
を
は
じ
め
、
米
国
や
韓

国
、
中
国
な
ど
か
ら
参
加
し
、
人
工

知
能
研
究
者
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
者

が
作
成
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
囲
碁
の

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
同
士
の
対
局
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。

　

会
場
に
設
置
さ
れ
た
大
型
ス
ク

リ
ー
ン
に
は
、
各
チ
ー
ム
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
接
続
し
て

対
戦
す
る
対
局
画
面
が
映
し
出
さ
れ
、

多
く
の
囲
碁
フ
ァ
ン
が
観
戦
し
て
い

た
。

　

ま
た
、
プ
ロ
棋
士
に
よ
る
指
導
対

局
や
人
間
対
囲
碁
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
エ

キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
マ
ッ
チ
も
行
わ
れ
、

会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。

　

な
お
、
Ｋ
Ｃ
Ｃ
囲
碁
チ
ー
ム
が
昨

年
に
引
き
続
き
優
勝
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
福
祉
村
」の
活
動
を
支
援

協
同
組
合
エ
ヌ
シ
ー
リ
ン
ク

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
事
業
を
行
う

協
同
組
合
エ
ヌ
シ
ー
リ
ン
ク
（
渡
辺

幸
彦
理
事
長
）
は
、
カ
ー
ド
利
用
者

が
買
い
物
を
す
る
た
び
に
、
支
払
い

額
か
ら
２
％
を
県
内
各
地
で
設
立
さ

れ
て
い
る
地
域
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
「
ふ
る
さ
と
福
祉
村
」
へ
寄

付
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
支
援
し
た
い

人
に
会
員
制
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

に
入
会
し
て
も
ら
い
、
加
盟
店
で
の

利
用
額
の
２
％
を
会
員
が
指
定
す
る

ふ
る
さ
と
福
祉
村
か
愛
の
と
も
し
び

基
金
に
寄
付
さ
れ
る
ほ
か
、
入
会
時

に
は
一
件
に
つ
き
千
円
が
同
組
合
か

ら
指
定
先
に
寄
付
さ
れ
る
。

　

入
会
費
、
年
会
費
は
無
料
と
な
っ

て
お
り
、
福
祉
村
の
事
業
活
動
に
財

政
面
か
ら
支
援
し
て
い
く
。

　

カ
ー
ド
の
問
い
合
わ
せ
は
、
組
合

事
務
局
ま
で
。

�
〇
五
八

－

二
六
四

－

二
一
三
一

�
…「
下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法
」・「
下
請
中
小
企
業
振
興
法
」の
講
習
会
の
ご
案
内

 
�
�
�
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�
�
�
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�
�
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月
８
日（
月
） 　

時　

分
〜　

時　

分　

県
民
ふ
れ
あ
い
会
館　
【
公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
中
部
事
務
所
】

１１

１３

３０

１６

３０
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

■前回の報告に関連して
　前回のこの報告では、シュークリームを製造・販売する日系
企業（麦の穂�）のニューヨーク初進出をご紹介した。
　現在、ニューヨークには、約１７，０００店以上の世界各国の大
小様 な々レストランがあり、そのうち約４５０店が日本食レストラン
であると言われている。業界関係者の方によると、最近では純
粋な日本食のレストランではなく、アジアの他地域の要素を取り
入れたフュージョン系（融合）と呼ばれる日本食レストランが増
えてきているようだ。
　今、ニューヨークでは、食に関しては日本ブームが進行してい
る。
■山梨県の企業が進出
　こうした中、世界最大の健康食品市場であるアメリカにおい
て、健康食品とともに、山梨県の伝統工芸品を扱うお店が、５
月２８日、ニューヨークにオープンした。
　海外初進出となるOBIKEN NEW YORK INC.のお店は、
お洒落なレストランが多いトライベッカ地区（マンハッタン）に位
置し、商品は和紙製品（株式会社大直）、鹿革製品（印伝屋）、
健康食品（株式会社応微研）の３区分からなり、価格帯も５ド
ル程度の和紙製品から高級な和紙ランプや健康食品まで幅
広いものを取り揃えている。
　特に力を入れるABPC（アガリクス関連）商品は、優れた技
術力を背景に日本国内第２位のシェアを持つものの、従来、日
本国内では卸売に特化しており、今回のニューヨークが小売り
ビジネス初挑戦の場となっている。
■当該企業から学ぶ
　今回、OBIKEN NEW YORK INC.の実質的な運営責任者
の島端香氏との面談から、ニューヨークに初進出した日系中小
企業の取り組みをご紹介したい。
　島端氏のコメントは、開店後数ヶ月を経たなかで、実際に
ニューヨークの顧客と接することから得た現場の声として、次に
ニューヨークへ進出しようとする中小企業に対するひとつの示唆
ともなるのではないだろうか。
①ブランド…「日本では、商品の包装に使用する紙袋等にデ
ザインも含め多くの費用をかけているが、ニューヨークの人
達は通常の買い物であれば商品の包装にはこだわらない。
これだけでも当初から経費の削減ができる。それよりも、こ
ちらで知名度の無い企業にとっては、まずは商品自体を浸
透させる努力の方が重要である。」
ニューヨーク進出において、無名な状態から新たなブランドを
周知・構築することはとても重要であるが難しい。そのため多
くの時間を必要とするが、逆に時間（スピード）との勝負でもあ
る。
②リーズナブル…「ニューヨークの人達は、購入した商品を自

分の好きなように使ってい
る。例えば、来店客のなか
には、綺麗な和紙のラン
チョンマットをはさみで切っ
てコースターやポストカード
として使う人がいた。彼らは、
そのほうがお店で売ってい
るコースターを買うよりも安
くなるからだと言う。」
商品に対する固定観念が
無く、また、その商品価値に
見合った価格でなければ
購入しない一例かもしれな
い。以前ニューヨークの高
級デパートで、通常は食卓
で使う織部焼の小皿を、色合いが素敵だからと、石鹸受けと
して使っている事例を聞いたことがある。
③デザイン…「例えば、和紙商品に関しては、ニューヨークの
人達は季節感にこだわらない。夏に紅葉のデザインが売れ
たり、桜が売れたりすることもある。また、美意識の違いかも
しれないが、和紙もはっきりした色合いが売れている。」
商品の品質とともにデザインの重要性を示しており、その結
果として季節を問わず売れるのかもしれない。日本とは違う
文化・習慣を持つ消費者に対して、どういうものが購入意欲
を喚起するようなデザインなのかを容易には把握し難く、こうし
た情報の積み重ねではないだろうか。
④インターネット…「ニューヨークの人達は、自分が欲しい商品
を探すときには、まずはインターネットを活用して調べる。」
日本でも同様だが、実際の店舗もさることながら、自社の
「ホームページ」を魅力的なものにし、潜在的な顧客にアピー
ルしていくことは大切である。特に、多種多様なお店が並ぶ
ニューヨークなら、更に一層の差別化が必要となってくる。
最近のアメリカのある調査によると、インターネットに掲載され
ている広告のうち、消費財に関するものが全体の約５０％を
占め、この比率も増加傾向にある。
⑤マーケティング
島端氏は、上記の点も含め、「やはり店舗の場所選定も含め、
ニューヨークへ進出する以前からの十分な市場調査はとて
も大切である。これを徹底的に実施してからでないと進出
後も、様々な面で苦労することになる。」と、特に強調してい
た。
　こうしたことから、ニューヨークの市場の背景にあるものや顧客、
競合他社などの「外部要因」の分析や、自社の経営資源に関
する「内部要因（いわゆる自社の強みと弱み）」の分析等のマー
ケティング戦略は、日本以上にその重要性が求められている。
なお、製品（Product）、価格（Price）、流通（Place）、プロモーショ
ン（Promotion）の「４ P」を相互に関連づけながら分析すること
が、日本とは全く違う顧客（ライフスタイル）に対して、戦略的に
ビジネスに取り組むポイントとなるのかもしれない。
■最後に
　島端氏の話の中で、「アメリカのマーケットは広いので、可能
性はどこにでもある。」、また、「ニューヨークへ進出することは簡
単だが、継続していくことはとても難しい。」が印象深い。
　この２つのことは、実際にニューヨークに進出した中小企業
が試行錯誤しながら取り組んでいる現状を明確に指し示して
いるのでないだろうか。

※大変多忙なスケジュールの中、当方の取材に快諾頂いた島
端氏には、この場をお借りして改めて感謝申し上げたい。

日系中小企業の取り組み　　　
　　　　　　　　　　　 ニューヨークへ初進出するには… 

岐阜県ニューヨーク駐在員　 山 田　 浩 司
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８月景況調査

景
況
感
は
悪
化
に
転
換

原
油
高
騰
は
悪
材
料

り
返
す
不
安
定
な
動

き
が
続
き
、
一
進
一
退

で
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
に
あ
る
。

　

前
月
の
動
向
と
比

較
し
、
サ
ー
ビ
ス
業
、

建
築
業
に
悪
化
傾
向

が
強
く
出
て
い
る
ほ

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対
象
に

ま
と
め
た
『
八
月
の
特
色
』
は
次
の
と
お
り
。

　
〔
八
月
の
特
色
〕
組
合
か
ら
見
た
県
内
中
小
企

業
の
特
色
は
①
景
況
感
悪
化
幅
拡
大
②
原
油
高

騰
に
よ
る
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
懸
念
が
強
ま
る
―

と
な
っ
て
い
る
。

　

八
月
の
景
気
動
向
を
前
年
同
月
比
景
況
感
Ｄ

Ｉ
値
で
見
る
と
、
好
転
８
ポ
イ
ン
ト
、
悪
化　
３７

ポ
イ
ン
ト
で
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、

２９

前
月
の
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
に
対
し
、　

ポ

１８

１１

イ
ン
ト
の
大
幅
な
悪
化
と
な
っ
た
。

　

景
況
感
Ｄ
Ｉ
値
は
、
先
月
ま
で
の
２
ヶ
月
連

続
の
改
善
の
動
き
と
は
反
対
に
、
大
幅
な
悪
化

の
動
き
と
な
り
、
４
月
以
降
改
善
、
悪
化
を
繰

か
、
非
製
造
業
も
悪
化
傾
向
が
強
く
、
Ｄ
Ｉ
値
の
水

準
は
、
再
び
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
台
へ
低
下
し
た
。

２０

　

主
要
指
標
に
つ
い
て
は
、
前
月
の
改
善
の
動
き
と

は
反
対
に
全
て
が
悪
化
と
な
り
、
売
上
高
マ
イ
ナ
ス

　

ポ
イ
ン
ト
、
販
売
価
格
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
、

２６

１５

収
益
状
況
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。
売
上

４３

高
、
収
益
状
況
に
つ
い
て
は
前
月
と
比
べ　

ポ
イ
ン

１０

ト
以
上
の
強
い
マ
イ
ナ
ス
幅
拡
大
の
動
き
と
な
り
、

厳
し
い
状
況
が
う
か
が
え
る
。

　

コ
メ
ン
ト
の
中
に
は
、
原
油
高
騰
に
よ
る
燃
料
費

等
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
懸
念
す
る
意
見
も
あ
り
、
景

気
の
先
行
き
不
安
を
訴
え
る
声
が
多
く
出
て
い
る
。

厳
し
い
経
済
環
境
が
続
い
て
お
り
、
中
小
企
業
の
経

営
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
。

　県内中小企業主要業種の景気動向
（８月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲△△▲△△窯 業 原 料
△△△△△○石　 　 灰
▲△△△△▲生　 コ　 ン
▲▲▲▲▲▲砂 利 生 産
△△△△△▲砕 石 生 産
○○△△○○鋳　 　 物
▲△▲▲▲△刃物等金属製品 （輸出） 
△△△△△△刃物等金属製品 （内需） 
△○△▲△○メ　 ッ　 キ
△△△△△○県 金 属 工 業 団 地
△△△△▲△可 児 工 業 団 地
○△△○△○金　 　 型
△○△▲△△電 気 機 械 器 具
▲△▲▲▲▲輸 送 機 器
▲△△△△▲各種物産品（観　 光）
▲▲▲▲▲▲各種物産品（ギフト）
△△△△△△総合卸売業（飛騨地区）
▲△△▲▲△電 設 資 材
△△△▲▲△陶　 磁　 器
○△△△△○機械工具・工作機械
△△△△○△青　 　 果
▲△△▲△▲水　 産　 物
○△○△△○家 電 機 器 販 売
△△△▲△△メ ガ ネ 販 売
△△△△△△中 古 自 動 車 販 売
△△△△○○石 油 製 品 販 売
△○△△△○共 同 店 舗（ 東 濃 ）
△△△△△○共 同 店 舗（ 飛 騨 ）
△△△△○△生 花 販 売

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△△△△△△牛 乳 ・ 乳 製 品
▲△▲▲△△豆 腐 製 造
○△△▲○○食 肉 （ 国 産 ）
△▲△△▲▲菓　 　 子
○○△▲△○米　 　 菓
▲△▲▲△▲寒 天 水 産
▲△△▲△△製 麺
▲△▲▲△▲撚　 糸
△△△△△△ニ ッ ト 工 業
▲△△▲△▲毛　 織　 物
▲△▲▲△▲合 成 繊 維 織 物
△△△△▲○メ ン ズ ア パ レ ル
－－－－－－婦 人 ・ 子 供 服
▲△▲▲△△縫　 　 製
△△△△△△製　 　 材
△△△▲▲▲銘　 　 木
△△△△△△集　 成　 材
△△△△△▲家 具 （ 飛 騨 ）
△△△△△△東 濃 ひ の き
△△△▲△▲家　 庭　 紙
△△△△△▲特　 殊　 紙
▲△△△△△紙　 加　 工
△△△△△△印　 　 刷
△△△△△▲プ ラ ス チ ッ ク
△△△△△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
▲○▲▲○▲陶 磁 器 （ 輸 出 ）
△△△△△▲タ イ ル

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△△△△△▲岐 阜 市 商 店 街
▲△▲▲△▲大 垣 市 商 店 街
▲△△▲△▲多 治 見 市 商 店 街
△△△△△△恵 那 市 商 店 街
▲△▲▲△▲高 山 市 商 店 街
△△△△△▲車 体 整 備
△△△△○▲タ イ ヤ 整 備
△▲▲▲△▲長 良 川 畔 旅 館
△△△▲△▲下 呂 温 泉 旅 館
▲△△▲▲▲高 山 旅 館
▲△△▲△▲ク リ ー ニ ン グ
△△△○△○広 告 美 術
△△△△△△情 報 サ ー ビ ス 業
△△▲△△▲映 像 制 作
△△△△△△飲　 食　 業
▲△△▲▲▲ビ ル メ ン テ ナ ン ス
▲△▲▲△▲理 容 ・ 美 容 業
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 岐 阜 ）
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 飛 騨 ）
▲▲▲▲▲▲土木・建築（羽島）
▲△▲▲▲△建 築 （ 各 務 原 ）
△▲▲△○○鉄 構 造 物
△△△△△○電 気 工 事
▲▲▲▲▲▲管 設 備 工 事
△△△△△△建 築 板 金
△△△△▲△建　 　 具
○△△△▲▲産直住宅（付知地区）
△△△△▲△貨 物 運 送（ 県 域 ）
▲▲▲▲△▲軽 運 送

�
…　

・　

月
は
平
成
十
六
年
度
小
規
模
企
業
共
済
制
度
及
び
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
の
全
国
加
入
促
進
強
調
月
間
で
す
！

１０
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� 【
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
】



組合クリニック（会計）
中小企業組合等における課税売上・課税仕入等の具体例

※Ａ／（Ａ＋Ｂ）の割合〈課税売上割合〉が９５％以上であれば、課税仕入に係る消費税は全額控除できます。
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支出等の具体例

共同購買仕入高
商品等仕入高
▲受取利用分量配当
▲仕入値引等
共同受注事業費
外注費
共同販売原価
共同加工事業原価（労務費は除く）
教育情報事業費
福利厚生事業費
荷造・保管・運搬費等
共同宣伝事業費
支払手数料
旅費交通費
通信費
事務用品費
会議費
総会費
理事会費
交際費
慶弔費
水道光熱費
消耗品費
備品費
印刷費
燃料費
修繕費
賃貸料
雑費
固定資産購入（土地を除く）

消
費
者
を
支
払
う
支
出

課　

税　

仕　

入

人件費
（役員報酬、給与、賞与、退職金等）
法定福利費
退職金掛金
支払地代
土地の購入
支払利息
支払保証料
支払保険料
租税公課
関係団体負担金
減価償却費
寄付金
損害賠償金
慶弔金（香典、祝金）
引当金等の繰入

消
費
税
を
か
け
て
は
い
け
な
い
支
出

課　

税　

仕　

入　

以　

外

収入等の具体例

共同購買売上高
売上高
共同受注売上高
完成工事高
共同加工事業収入
○○事業あっせん手数料収入
受取○○収入
サービス券等発行収入
共同宣伝広告収入
金融事業貸付手数料収入
受取代理店手数料収入
教育情報賦課金収入
事業参加負担金収入
加入手数料収入
雑品等販売収入（雑収入）
▲支払利用分量配当
▲売上値引等
固定資産売却（土地を除く）

消
費
税
を
か
け
て
良
い
収
入
※
か
け
た
と
み
な
さ
れ
ま
す

課　

税　

売　

上　

・　

A

金融事業貸付利息収入
受取保証料
有価証券売却収入
土地売却収入
土地賃貸料収入
受取利息

か
け
て
は
い
け
な
い
収
入

非
課
税
売
上
・
B

賦課金収入（対価でないもの）
総会参加料
受取保険料
補助金収入（国等からのもの）
寄付金収入
協賛収入（対価でないもの）
受取配当金
引当金等の戻入・取崩
記念事業負担金収入

不　

課　

税
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�
…　

月
は
連
携
組
織
強
化
月
間
で
す
！ 
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 
【
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
・
岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
】

１１

中
小
企
業
組
織
の
設
立
・
運
営
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は　

�
〇
五
八－
二
七
七－

一
一
〇
一　

組
織
指
導
チ
ー
ム
ま
で



資金の目的　　長引く景気低迷による売上減少等により、資金調達が困難となっている中小企業
者の方に対し、返済負担が大きくなっている既往借入金を借入者の不利とならな
いよう借り換えることにより、毎月の返済負担を軽減し、経営の安定を図ることを
目的とした資金です。

ご 利 用 に　　次の①～③のすべてに該当する方
な れ る 方　①　旧債務を借り換えることにより、経営の安定や改善が図られる方、かつ資金

導入の効果が期待できる方
　　　　　　　②　現在、岐阜県中小企業制度融資を利用している方
　　　　　　　③　直近 3ヶ月の売上高が前年同期比 5％以上減少している方、または直近の決

算で欠損が生じている方

借換対象資金　岐阜県中小企業制度融資の各資金
　　　　　　　　※ただし「季節資金」、「災害復旧資金」、「経済変動緊急対策特別融資制度（平成

１３年１０月以降）」、及び「政策誘導型資金融資制度（平成１４年４月以降）」
の各資金は、対象外とします

融資限度額　運転資金　8,000 万円以内
　　　　　　　運転・設備資金　8,000 万円以内（ただし、運転資金と合算した額）

融 資 期 間　運転資金７年以内、運転・設備資金 10年以内（いずれも据置期間 1年以内）

返 済 方 法　分割返済

融 資 利 率　既住債務借入時の融資利率以内

信用保証料率　無担保：年 1.0％　　有担保：年 0.9％
　　　　　　　　※すべて岐阜県信用保証協会の保証が必要です

担保・保証人　取扱金融機関の所定方法（原則、既往借入時の設定に準ずる）
　　　　　　　　※原則として、同額以内の借換の場合は、既往借入金の融資条件に比べて申込人

の不利にならないものとします

申込受付機関　岐阜県中小企業制度融資の取扱金融機関 （県内本支店）

問い合わせ先　岐阜県中小企業制度融資の取扱金融機関
　　　　　　　岐阜県農林商工部経営支援室 （058 － 272 － 1111　内線 3075、3076）

���������������
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お申し込みに際しては、金融機関の融資審査及び岐阜県信用保証協会の保証審査があり、
ご希望に添えない場合もあります。

岐阜県信用保証
協会の保証が必要

経営の安定を図る
ための資金

新たな借入も可能

既住借入金を
借り換える
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協
同
組
合
エ
ヌ
シ
ー
リ
ン
ク
で
は
、

組
合
支
援
を
目
的
と
し
た
「
組
合
支

援
型
カ
ー
ド
」
を
企
画
し
た
。

・
年
会
費
＝
無
料
（
二
年
目
以
降
も

無
料
）

・
盗
難
保
険
＝
カ
ー
ド
紛
失
、
盗
難

等
の
場
合
で
も
カ
ー
ド
盗
難
保
険
で

損
害
額
を
カ
バ
ー
（
保
険
料
は
Ｎ
Ｃ

リ
ン
ク
が
全
額
負
担
）

・
利
用
金
額
か
ら
の
還
元
＝
カ
ー
ド

に
入
会
し
て
頂
き
、
Ｎ
Ｃ
加
盟
店
で

一
回
払
い
の
ご
利
用
に
つ
き
、
２
％

が
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
積
み
立
て
ら
れ
、

利
用
者
に
還
元

・
オ
リ
ジ
ナ
ル
サ
ー
ビ
ス
＝
利
用
に

応
じ
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
旅
行
へ
の

招
待
、
カ
ー
ド
加
入
者
に
協
賛
金
の

支
払
い

　

組
合
は
、
加
入
者
数
に
応
じ
て

ボ
ー
ナ
ス
が
受
け
ら
れ
る
。
キ
ャ
ー

ン
ペ
ー
ン
期
間
は
三
ヶ
月
で
、
組
合

等
の
財
源
に
繋
が
る
と
思
わ
れ
る
。

　

カ
ー
ド
の
問
い
合
わ
せ
は
、

� 
〇
五
八－

二
六
四－

二
一
三
一

　

な
お
、
組
合
か
ら
の
要
望
が
あ
れ

ば
出
張
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

中
央
会
・
情
報
広
報
チ
ー
ム

（
〇
五
八－

二
七
七－

一
一
〇
二
）

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
！

���������	
Ｇ－ＳＥＣ岐阜聖徳学園大学エクステンションセンター開設

～地域社会への貢献と地域社会との交流の拠点を目指して～

岐阜聖徳学園大学エクステンションセンター長　
外国語学部教授 中島利郎

　本学では、今年の４月にエクステンションセンター（略称Ｇ－ＳＥＣ）を開設し、９月からは、
３５に及ぶ様々な講座を開講しています。エクステンションセンターという名称は、まだ耳慣れな
い言葉かも知れませんが、大学がその知的財産である研究や教育の成果を地域住民の皆様に生涯
学習の場として開設し、地域社会に貢献することを目的として設立されました。    
　また、生涯学習のみならず、企業の皆様と連携して様々な分野に及ぶ共同研究から、社員教育
のための講師派遣や幹部社員の大学院への受け入れ及び国際交流・海外企業提携時等の通訳派遣、
そして外国人社員の日本語・中国語・英語教育における講師派遣等、企業のご要望にも多面的に
お応えしたいと考えております。
　そして企業の皆様には、学生のアルバイトやインターンシップ（学生の勉強の一環として企業
実習生として短期間の受入）の受入協力や幹部・経営者を大学の講師として派遣していただき両
者がお互いに協力し、その人的物的資源を活用して交流を深め、地域経済や地域の活性化に貢献
することも視野に入れて活動しております。地元企業の発展のため、岐阜の経済発展と活性化の
ため、産業界と積極的に協力関係をとり結ぶことも本センター設立の趣旨の一つであります。
　聖徳学園は、仏教精神を基調とした人間形成を目指し創立され、今年で創立４１年を数えます。
附属幼稚園から、附属小学校・附属中学校・高校（附属高と清翔高）・短大・大学・大学院博士課
程と聖徳自動車学園までを擁する中部地区でも唯一の男女共学の総合教育機関であります。
　その中核をなす岐阜聖徳学園大学は、教育学部・外国語学部（英語・中国語・日本語）・経済情
報学部・短期大学部（幼児教育・食物栄養・養護教諭・生活情報コース）の４学部からなる文科
系の総合大学です。
　特に大学の教育学部は、平成１５年度実績で教員就職率が日本一高く、卒業生が全国で教員とし
て活躍しています。短期大学部も毎年、幼稚園・保育園就職希望者のほぼ１００％が就職という好

成績をあげております。また、外国語学部や経済情報学部もそれぞ
れ全国大学平均をはるかに上回る８０数％という高い就職率を誇って
います。この就職実績については、「エコノミスト（９.２８）」誌上でも
全国第３位と紹介されました。

連絡先　G-SEC 岐阜聖徳学園大学エクステンションセンター
　    　 　   〒５０１-６１９４　岐阜県羽島郡柳津町高桑２０７８
　　　　  　 TEL ＆ FAX　０５８－２７９－６７６０
　　　　  　  E-mail　g-sec@ha.shotoku.ac.jp

組
合
支
援
型
カ
ー
ド
企
画

協
同
組
合
エ
ヌ
シ
ー
リ
ン
ク

�
…
毎
年　

月
は「
仕
事
と
家
庭
を
考
え
る
月
間
」で
す
！

１０



（１０）

�
…
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
礎　
　

月　

日（
水
）〜　

日（
金
）　　

受
講
料
三
万
四
千
円

１１

２４

２６

●
お
問
い
合
わ
せ
先
…
全
国
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
専
門
研
修
セ
ン
タ
ー　

�
〇
五
八
四－

七
七－

一
一
一
三

　

岐
阜
労
働
局
で
は
、
県
内
で
働
く

す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る

「
岐
阜
県
最
低
賃
金
」
を
、
本
年　
１０

月
１
日
か
ら
時
間
額
６
６
９
円
（
１

円
引
き
上
げ
）
と
す
る
よ
う
改
正
し

ま
し
た
。

　
「
岐
阜
県
最
低
賃
金
」
は
、
常
用
・

臨
時
・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

と
い
っ
た
雇
用
形
態
に
関
係
な
く
、

す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
労
働
者
の
賃
金
が
日
給
・

月
給
等
で
支
払
わ
れ
て
い
る
場
合
、

最
低
賃
金
額
を
満
た
し
て
い
る
か
ど

う
か
は
、
当
該
賃
金
を
一
時
間
あ
た

り
の
金
額
に
換
算
し
て
、
最
低
賃
金

額
と
比
較
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金
は
、

通
常
の
所
定
内
賃
金
に
限
ら
れ
、

ボ
ー
ナ
ス
な
ど
の
臨
時
の
賃
金
、
休

日
・
時
間
外
な
ど
の
割
増
賃
金
や
精

皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
（
交
通
費
）、

家
族
手
当
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
最
低
賃
金
に
反
す
る
労
働

契
約
は
無
効
と
さ
れ
、
最
低
賃
金
額

と
同
額
の
定
め
を
し
た
も
の
と
み
な

さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
岐
阜
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室
（
岐
阜
市
金
竜
町
五

－

一
三
）
電
話〈
〇
五
八
〉二
四
五

－

八

一
〇
四
又
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準

監
督
署
に
お
尋
ね
下
さ
い
。
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飛
騨

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
七－

三
四－

四
三
〇
〇

Ｅ
-m
ail：
chuokaih@

quartz.ocn.ne.jp

高
山
市
天
満
町
五－

一－

一
二
（
高
山
米
穀
駅
前
ビ
ル
内
）

松
野
信
一
支
所
長
、
武
田
京
子
・
水
野
謙
二

東
濃

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
二－

二
五－

〇
八
六
五

Ｅ
-m
ail：
ch
u
o
k
ait@
q
u
artz.o

cn
.n
e.jp

多
治
見
市
東
町
一－

九－

三
（
美
濃
焼
セ
ン
タ
ー
）

三
宅
利
勝
支
所
長
、
後
藤　

諭
・
板
津
朱
里

飛
騨
の
匠
を
撮
影

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画「
平
成
職
人
の
挑
戦
」

美
濃
焼
産
地
の
新
連
携
体
づ
く
り

　

本
紙
６
月
号
で
「
美
濃
焼
業
界
の

挑
戦
」
と
題
し
、
業
界
に
対
し
て
海

外
へ
和
食
器
を
輸
出
す
る
た
め
、
業

種
の
垣
根
を
越
え
た
新
た
な
枠
組
み

に
よ
る
組
織
づ
く
り
を
本
年
度
に
お

い
て
行
う
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
を
国
へ
予
算
申
請
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
非
常
に
狭
き
門
を
通

過
し
、
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
、
関
係
団
体
の
ご
協
力
を
得
て
、

事
業
の
開
始
に
至
り
ま
し
た
。

高
山
市
出
身
で
、
同
市
と
イ
ラ
ン
を

舞
台
に
製
作
さ
れ
た
映
画
「
風
の
絨

毯
（
じ
ゅ
う
た
ん
）」
を
担
当
し
た
益

田
裕
美
子
さ
ん
で
、
自
身
に
と
っ
て

二
作
目
の
作
品
と
な
る
。

　

撮
影
は
、
全
国
の
祭
り
屋
台
の
修

復
や
社
寺
建
築
を
担
う
「
高
山
祭
屋

台
保
存
技
術
協
同
組
合
」
の
八
野
明

理
事
長
の
工
房
で
行
わ
れ
、
大
工
道

具
の
説
明
や
、
現
在
修
復
中
の
犬
山

祭
の
山
車
「
浦
島
」
の
修
復
作
業
の

様
子
な
ど
が
撮
影
さ
れ
た
。

　

映
画
は
、
十
月
に
完
成
予
定
で
、

各
地
の
映
画
祭
に
出
品
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。
飛
騨

の
匠
の
技
に
焦
点
を

当
て
た
映
画
を
作
る

こ
と
に
よ
り
、
海
外

に
「
飛
騨
の
匠
」
が

紹
介
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
高
山
の
話
題

が
一
つ
増
え
、
益
々

活
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。

岐
阜
県
最
低
賃
金
の
改
正
に
つ
い
て

岐
阜
労
働
局

美濃機械製紙工業　
美濃共同計量所

代表理事　　 宮　 嶋　 邦　 雄
副理事長　　 後　 藤　 豊　 彦

�〈０５７５〉　３３－１２４３

協同
組合

　

こ
の
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
、
広

く
関
係
者
全
員
に
衆
知
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、「
美
濃
焼
産
地
の
新
連
携

体
の
構
築
を
図
る
基
本
構
想
」
を
策

定
し
、
各
位
に
郵
送
し
、
組
織
づ
く

り
の
第
一
歩
と
し
て
、
趣
旨
に
賛
同

さ
れ
る
方
を
把
握
す
る
調
査
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

組
織
の
目
的
は
、
海
外
の
バ
イ

ヤ
ー
か
ら
海
外
の
ユ
ー
ザ
ー
向
け
和

食
器
開
発
の
ヒ
ン
ト
を
得
て
新
た
な

感
覚
に
よ
り
和
食
器
を
開
発
し
、
貿

易
商
社
を
経
由
せ
ず
、
直
接
貿
易
を

行
う
こ
と
に
よ
り
流
通
コ
ス
ト
の
低

減
、
海
外
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
把
握

を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

組
織
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
は
、
リ

ス
ク
及
び
利
益
を
共
有
す
る
も
の
で

あ
り
、
具
体
的
な
利
害
調
整
、
ル
ー

ル
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
第
一
次
賛
同
者
に
対

し
て
最
終
的
に
は
、
こ
う
し
た
ル
ー

ル
を
示
し
、
最
終
判
断
を
い
た
だ
く

予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

新
た
な
販
路
開
拓
、
商
品
開
発
に

つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
是
非
、
各
位
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
程
、
現
代
に
生
き
る
飛
騨
の

匠
の
優
れ
た
技
術
の
継
承
を
テ
ー
マ

に
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
平
成
職
人
の
挑
戦
」（
上
映
時
間
＝

約
六
十
分
）
の
最
終
撮
影
が
、
高
山

市
内
で
行
わ
れ
た
。

　

監
督
は
、
環
境
問
題
を
題
材
に
し

た
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
で
定
評
の
あ
る

乾
弘
昭
さ
ん
。
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
、



　

な
に
わ
サ
ミ
ッ
ト
２
０
０
４
（
新

阪
急
ホ
テ
ル
）

　

日　

知
的
財
産
会
議
（
県
庁
議
会

１５
棟
）

　
　

平
成　

年
度
組
織
化
指
導
中
央

１６

研
究
会
（
全
国
中
央
会
）

�
…
Ｖ
ｉｓｕａ
ｌ  
Ｂａｓ
ｉｃ
基
礎　
　

月
１
日（
水
）〜
３
日（
金
）　

受
講
料
三
万
四
千
円

１２

●
お
問
い
合
わ
せ
先
…
全
国
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
専
門
研
修
セ
ン
タ
ー　

�
〇
五
八
四－

七
七－

一
一
一
三

（１１）

　

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
レ

デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
（
加
藤
智
子
会
長
）

は
、
九
月
二
十
八
日
、
し
が
中
小
企
業

女
性
中
央
会
（
遠
藤
糸
子
会
長
）
と
合

同
で
企
業
視
察
及
び
交
流
会
を
行
っ
た
。

　

午
前
は
、
藤
居
本
家
を
訪
れ
、
美

酒
の
製
造
工
程
に
つ
い
て
視
察
し
た
。

藤
居
本
家
は
、
皇
室
祭
事
の
酒
造
り

を
担
っ
て
い
る
名
門
蔵
で
、
め
っ
た

に
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
総
け
や
き

造
り
の
酒
蔵
を
持
っ
て
お
り
、
会
員

〈
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

U
R
L-http://w

w
w
.chuokai-gifu.or.jp/

  
 
          
 
 
                    

〈
Ｅ
メ
ー
ル
〉

info@
chuokai-gifu.or.jp

      
                  

東
濃
支
所
・
飛
騨
支
所

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
変
更

し
が
女
性
中
央
会
と
交
流

岐
阜
県
中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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〈
九
月
中
〉

１
日　

岐
阜
県
人
材
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ

ン
タ
ー
運
営
協
議
会
（
ふ
れ
あ
い

会
館
）

８
日　

第
１
回
岐
阜
県
独
立
行
政
法

人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
運
営
協

議
会
（
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
岐

阜
セ
ン
タ
ー
）

　

日　

第
２
回
笠
松
競
馬
経
営
問
題

１３
検
討
委
員
会
（
県
庁
議
会
棟
）

　

中
小
企
業
青
年
中
央
会
（
田
口
日

出
生
会
長
）
は
、
創
立　

周
年
記
念

３０

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
是
非
ご
参
加

下
さ
い
。

と
き
＝
十
一
月
五
日　
（金）

と
こ
ろ
＝
ぱ
・
る
・
る
プ
ラ
ザ
岐
阜

記
念
講
演
＝　

時　

分
よ
り
喰
始
氏

１５

１０

（
Ｗ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｈ
Ａ
本
舗
主
宰
）

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
＝　

時　

分
よ
り

１６

１０

Ｗ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｈ
Ａ
本
舗
若
手
ユ
ニ
ッ
ト

に
よ
る
「
シ
ョ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
作
り

方
」

高 山 米 穀 協 業 組 合
会長理事　桑　 谷　 信　 男
理 事 長　加　 藤　 明　 彦
高山市初田町 2 丁目 32 番地
� 〈0577〉32-3100　〒 506-0008
FAX 〈0577〉 3 4 - 8 4 0 4

か
ら
は
感
嘆
の
声
が
あ
が
っ
て
い
た
。

　

次
に
、
創
業
が
宝
暦
八
年
（
一
七

五
八
年
）
の
料
理
旅
館
竹
平
楼
を
訪

れ
、
文
化
庁
登
録
有
形
文
化
財
に
登

録
さ
れ
た
明
治
天
皇
御
座
所
を
見
学
、

引
き
続
き
交
流
会
を
行
い
、
四
代
目

女
将
が
考
案
し
た
名
物
料
理
「
鯉
の

あ
め
煮
」
を
賞
味
し
た
。

　

午
後
は
、
創
業
が
文
政
三
年
（
一

八
二
〇
年
）
の
株
式
会
社
永
樂
屋
尼

子
工
場
を
視
察
し
、
経
済
産
業
大
臣

指
定
の
伝
統
的
工
芸
品
に
も
選
ば
れ

た
彦
根
仏
壇
の
製
造
工
程
を
見
学
し
、

匠
の
技
を
体
感
し
た
。

　

日　
　

岐
阜
県
情
報
産
業
協
会
研

１６

（社）

修
会
・
交
流
会
（
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ

パ
ン
）

　

日　

平
成　

年
度
組
織
専
門
委
員

２７

１６

会
（
全
国
中
央
会
）

　

日　

平
成　

年
度
金
融
税
制
専
門

２８

１６

委
員
会
（
全
国
中
央
会
）

　

日　

平
成　

年
度
税
制
専
門
委
員

２９

１６

会
（
全
国
中
央
会
）

　

中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
（
加

藤
智
子
会
長
）
は
、
創
立
５
周
年
記

念
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
是
非
、
ご

参
加
下
さ
い
。

と
き
＝
十
月
二
十
九
日　
　

時　

分

（金）
１４

３０

〜　

時
１６

と
こ
ろ
＝
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル

岐
山

講
師
＝
橋
本
久
義
氏
（
政
策
研
究
大

学
院
大
学
教
授
）

テ
ー
マ
＝
元
気
を
出
せ
中
小
企
業
！

　

来
る
十
一
月
一
日
よ
り
、
中
央
会

東
濃
支
所
及
び
飛
騨
支
所
の
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

メ
ー
ル
ソ
フ
ト
（
ア
ド
レ
ス
帳
）

の
変
更
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
東
濃
支
所
】

tono@
chuokai-gifu.or.jp

【
飛
騨
支
所
】

hida@
chuokai-gifu.or.jp

レ
デ
ィ
ー
ス（
５
周
年
）・
青
中（　

周
年
）、事
業
を
開
催

30


